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京大東アジアセンターニュースレター   第 455号   






○ カンボジア短信 ： ２０１３年 １月上旬  

















■京都会場  2013 年 3 月 23 日(土) 13 時 30 分 
     京都大学法経第五教室 
 
      なお、東京会場  2013 年 7 月 20 日(土) 13 時 30 分 
            京都大学東京オフィス（品川インターシティＡ棟 27 階）にて開催予定 
 
 
総合司会  京都大学大学院経済学研究科  教授 諸富 徹 
13:30-13:40 
挨拶 京都大学大学院経済学研究科 東アジア経済研究センター長  教授 塩地 洋 
   
13:40-14:20 




特別講演 東京大学 社会科学研究所  教授 丸川知雄  




    京セラ株式会社 
15：20－15：35 
        オムロン株式会社 
15：35-15:50 













      
17:00-18:30 
懇親会          会場：みずほホール（法経東館地下１階） 
司  会  京都大学経済学研究科 特任教授/東アジア経済研究センター協力会 理事 宇野輝    
開会挨拶  京都大学大学院経済学研究科  教授 諸富 徹  
閉会挨拶  京都大学大学院経済学研究科 東アジア経済研究センター 副センター長 准教授 矢野 剛 
 
       ●参加希望者は諸富（morotomi@econ.kyoto-u.ac.jp）までご連絡ください。 
 なお懇親会は参加者 2000円を頂きます（但しセンター協力会会員は無料です）。  
************************************************************************************************ 
第４回 アジア中古車流通研究会 
主催 ： 京都大学東アジア経済研究センター 
後援 : 京都大学東アジア経済研究センター協力会 
 
2013 年 2 月 23 日(土) 13 時 
 
於 ： 名城大学名駅サテライト (名古屋駅前桜通ビル 13 階) 
http://www.meijo-u.ac.jp/campus/shisetsu/sate.html 
 
司会 東京都市大学 教授 井上隆一郎 
大阪商業大学 教授   孫飛舟   
 
１．研究会の今後の運営について       
 13:00-13:45 
 □第 1 回～第 3 回研究会の経緯, 今回のテ-マの説明 
 □新参加者の自己紹介と研究会に対する要望 
２．報告          
 13:45-15:30 
 □川崎大輔 (ガリバー･インターナショナル ) 
   タイにおける中古車流通 
 □塩地洋 (京都大学) 
   新興国における中古車流通を健全化させるための諸方策 










































た出だしではないようだ。シェムリアップ国際空港の株は、Camco Airport Co社と Lees A&A社の２つの韓国企業に、
それぞれ５０％ずつ所有されている。その韓国企業に、カンボジア政府は、国際レベルに見合う空港の建設を求めて
おり、予定では 1 年に 1000 万人から 1500 万人の受け入れを見込んでいる。シェムリアップ国際空港運営委員会の






新たな空港の建設地は 2 つの地域にまたがっており、地方都市から 60 キロほど離れたところにある。Tek 
Rethsamrach氏は、これらの土地の購入のためにすでに 1億ドルほどを会社は投資していると話している。ポスト誌は、
会社は 2012年 5月に空港の着工式を行う予定であったと報じていたが、その式はいまだ行われていない。また 3月
にポスト誌は、シェムリアップ国際空港の幹部が、Busan 貯蓄銀行における不正融資の罪で、懲役 7 年を言い渡され
たことを報じていた。 
 
４．1/15、2013年のカンボジアの GDP成長率は 7%見込み 
政府職員は、不安定な世界経済であるにも関わらずカンボジアの２０１３年の GDP 成長率が 7％ほどであると予想
している。一方、世界銀行とアジア発展銀行、国際金融機関によって予想されている数値は、平均して 6.7％となって
おり、政府の出した数値よりも若干低いものとなって



















カンボジア発で初の電気自動車である the Angkor EV 2013は、Kandal州に拠点を置く Heng Development社によ
って、１／７、正式に発表された。 
Heng Development社の最高責任者である Seang Chan Heng氏は、「この車は現地の発明家 Nhean Phalloek氏に









Phalloek 氏は話した。「Angkor 2013 の発明はクメール人の誇りです。この国の市民も文化も、歴史的に素晴らしいも
のです」と国会副会長の Khoun Sodary氏は、誇らしげに話す。 
 
６．ストライキ関連情報  
①Svay Rieng Cambodia Garment factory社にて抗議活動発生 


















は 29 もの工場において計 2,107 人が失神した」というのが
自由労働組合代表の Chea Mony氏の主張である。例えば、



















た」と代表の Saom Sokhim氏は話した。労働者たちは 12月 19日からストライキを行なっており、解雇された 10人の復
職を要求しているという。ストライキを止めるようにとの命令を裁判所がすでに出しているにも関わらず、労働者達はス






















者たちを捕まえるためである。この工場は 12月 29日から稼働しておらず、もし閉鎖したのであれは合わせて 800,000
ドルを労働者たちに支払う義務がある、と労働者側の代表は話している。 
労働者の Phoung Phearum さんは、国道 2号線で抗議活動を行なっている労働者およそ 50人のうちの 1人だが、






































に取り組むようにと、国際労働機関の Better Factories Cambodiaプログラムとともに働きかけているという。 
                                                                   以上 
************************************************************************************************ 













































































































































④Western Union との提携で、海外からミャンマーに１か月間以内に、１億２千万チャットト以上が入金。 








































































０～１月１６の間、日本の Oshimaya Company, Marubeni Corporation, ASMO Co., Ltd. JFE Engineering Corporation 






１/１４ 852ＭＭＫ/米㌦ 1109ＭＭＫ/ユーロ 
１/１５ 852ＭＭＫ/米㌦ 1109ＭＭＫ/ユーロ 
１/１６ 853ＭＭＫ/米㌦ 1112ＭＭＫ/ユーロ 
１/１７ 853ＭＭＫ/米㌦ 1112ＭＭＫ/ユーロ 































































2005年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
12月 9.8 13.5 19.1 4.6 20.4 131 17.9 25.6 9.2 -13.3 19.7 19.9 
2011年 9.2            
1月   19.9 4.9 23.7 65 37.7 51.4 16.6 11.4 17.3 16.9 
2月  14.9 11.6 4.9 － -73 2.3 19.7 -10.9 32.2 15.7 16.2 
3月 9.7 14.8 17.4 5.4 31.2 1 35.8 27.4 10.5 32.9 16.6 16.2 
4月  13.4 17.1 5.3 37.2 114 29.8 22.0 8.2 15.2 15.4 15.8 
5月  13.3 16.9 5.5 33.6 130 19.3 28.4 12.1 13.4 15.1 15.4 
6月 9.5 15.1 17.7 6.4 11.8 223 17.9 19.0 6.6 2.8 15.9 15.2 
7月  14.0 17.2 6.5 27.7 315 20.3 23.0 2.7 19.8 14.7 15.0 
8月  13.5 17.0 6.2 33.4 178 24.4 30.4 6.4 11.1 13.6 14.8 
9月 9.1 13.8 17.7 6.1 27.3 145 17.0 21.1 -3.5 7.9 13.1 14.3 
10月  13.2 17.2 5.5 34.1 170 15.8 29.1 -0.6 8.7 16.7 14.1 
11月  12.4 17.3 4.2 21.4 145 13.8 22.6 -12.9 -9.8 16.2 14.0 
12月 8.9 12.8 18.1 4.1 5.7 165 13.3 12.1 -15.4 -12.7 17.3 14.3 
2012年             
1月    4.5 25.3 273 -0.5 -15.0 4.6 10.8 16.6 14.8 
2月  21.3  3.2 － -315 18.3 40.3 38.7 -0.9 17.8 15.0 
3月 8.1 11.9 15.2 3.6 21.1 53 8.8 5.4 -6.5 -6.1 18.1 15.7 
4月  9.3 14.1 3.4 19.2 184 4.9 0.4 -26.1 -0.7 17,5 15.4 
5月  9.6 13.8 3.0 21.0 187 15.3 12.7 -6.1 0.0 17.9 15.7 
6月 7.6 9.5 13.7 2.2 21.8 317 11.3 6.3 -16.3 -6.9 18.5 16.0 
7月  9.2 13.1 1.8 20.6 251 1.0 5.7 -7.8 -8.6 18.9 16.0 
8月  8.9 13.2 2.0 19.4 267 2.7 -2.7 -12.7 -1.4 18.4 16.1 
9月 7.4 9.2 14.2 1.9 23.1 277 9.8 2.3 -6.4 -6.8 19.8 16.2 
10月  9.6 14.5 1.7 22.4 320 11.5 2.2 1.8 -0.2 14.6 15.9 
11月  10.1 14.9 2.0 20.0 196 2.8 -0.1 -8.7 -5.4 14.5 15.7 
12月 7.9 10.3 15.2 2.5 18.8 316 14.0 6.0 -7.8 -4.5 14.4 15.0 
2013年             








されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
 
